
参
議
院
議
員
山
本
太
郎
君
提
出
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
（
以
下
「
本
法
案
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
行
政
機
関
の
長
は
、
内
閣
総

理
大
臣
、
内
閣
法
制
局
長
官
、
原
子
力
防
災
会
議
、
安
全
保
障
会
議
、
中
心
市
街
地
活
性
化
本
部
長
、
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
本
部
長
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
長
、
都
市
再
生
本
部
長
、
知
的
財
産
戦
略
本
部
長
、
構
造

改
革
特
別
区
域
推
進
本
部
長
、
地
域
再
生
本
部
長
、
郵
政
民
営
化
推
進
本
部
長
、
道
州
制
特
別
区
域
推
進
本
部
長
、
総
合
海

洋
政
策
本
部
長
、
宇
宙
開
発
戦
略
本
部
長
、
総
合
特
別
区
域
推
進
本
部
長
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
、
人
事
院
、
宮

内
庁
長
官
、
公
正
取
引
委
員
会
、
国
家
公
安
委
員
会
、
金
融
庁
長
官
、
消
費
者
庁
長
官
、
総
務
大
臣
、
公
害
等
調
整
委
員
会

、
消
防
庁
長
官
、
法
務
大
臣
、
公
安
審
査
委
員
会
、
公
安
調
査
庁
長
官
、
外
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
国
税
庁
長
官
、
文
部
科

学
大
臣
、
文
化
庁
長
官
、
厚
生
労
働
大
臣
、
中
央
労
働
委
員
会
、
農
林
水
産
大
臣
、
林
野
庁
長
官
、
水
産
庁
長
官
、
経
済
産

業
大
臣
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
、
特
許
庁
長
官
、
中
小
企
業
庁
長
官
、
国
土
交
通
大
臣
、
運
輸
安
全
委
員
会
、
観
光
庁

長
官
、
気
象
庁
長
官
、
海
上
保
安
庁
長
官
、
環
境
大
臣
、
原
子
力
規
制
委
員
会
、
防
衛
大
臣
、
警
察
庁
長
官
及
び
会
計
検
査

院
の
ほ
か
、
本
法
案
第
二
条
第
四
号
及
び
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
機
関
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
者



（
合
議
制
の
機
関
に
あ
っ
て
は
、
当
該
機
関
）
で
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

特
定
秘
密
で
あ
る
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書
等
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
。
以
下
「
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
行
政
文
書
と
し
て
情
報
公
開
法
が
適

用
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
法
案
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
本
法
案
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
民
の
知
る
権
利
の

保
障
に
資
す
る
報
道
又
は
取
材
の
自
由
に
十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
法
案
は
、
御
指
摘
の
「
情
報
公
開
制
度
を
根
本
に
お
い
て
否
定
す
る
も
の
」
で
も
、
「
国
民
の
知
る
権

利
が
一
方
的
に
制
限
・
縮
小
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
」
も
の
で
も
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
情
報
公
開
法
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
す
べ
き
行
政
機
関
の

長
は
、
原
則
と
し
て
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
諮
問
し
た
上
で
裁
決
又
は
決
定
を
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
開
示

決
定
等
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
が
そ
の
後
に
提
起
さ
れ
た
場
合
に
も
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
答
申
は
、

裁
判
所
の
判
断
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
不
服
申
立
て
を
経
な
い
当
該
訴
訟
の
提
起
も
、
も
と
よ
り
可
能
で
あ



る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
報
道
に
よ
る
取
材
活
動
」
や
「
市
民
運
動
の
活
動
家
に
よ
る
行
動
」
が
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
外
国
の
利
益
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
な
く
、
又
は
我
が
国
及
び
国
民
の
安

全
を
著
し
く
害
し
、
若
し
く
は
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
特
定
有
害
活
動
に
該
当
し
な
い
。
特
定
有
害
活

動
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、
外
国
の
工
作
機
関
が
日
本
人
の
拉
致
を
行
う
活
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
報
道
の
自
由
に
対
し
」
、
「
十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
は
、
本
法
案
の
適
用
に
当
た
っ
て
、

報
道
の
自
由
が
不
当
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を
い
う
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
法
律
を
拡
張
し
て
解
釈
」
す
る
と
は
、
一
般
に
、
法
律
の
規
定
を
、
そ
の
通
常
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

超
え
て
広
く
解
釈
す
る
こ
と
を
い
い
、
例
え
ば
、
本
法
案
の
別
表
の
あ
る
文
言
を
そ
の
通
常
意
味
す
る
と
こ
ろ
よ
り
も
広
く

解
釈
し
て
特
定
秘
密
の
指
定
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
お
尋
ね
の
「
政
党
や
宗
教
団
体
の
機
関
紙
」
が
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が



、
こ
れ
ら
が
本
法
案
に
規
定
す
る
報
道
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
配
慮
の
対
象
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

本
法
案
第
十
六
条
に
お
い
て
は
、
行
政
機
関
の
長
等
は
、
特
定
秘
密
の
保
護
以
外
の
目
的
の
た
め
に
、
適
性
評
価
の
実
施

に
同
意
し
な
か
っ
た
こ
と
等
の
個
人
情
報
を
自
ら
利
用
し
、
又
は
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
適
性
評
価

制
度
の
導
入
に
よ
り
、
御
指
摘
の
「
組
織
運
営
や
人
事
取
扱
い
上
の
不
都
合
、
差
別
・
不
利
益
を
も
た
ら
す
」
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

評
価
対
象
者
の
家
族
等
の
氏
名
等
の
情
報
は
、
主
と
し
て
、
評
価
対
象
者
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
適
性
評
価
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
調
査
を
行
う
旨
を
評
価
対
象
者
に
対
し
告
知
し
た
上
で
、
そ
の
同
意
を
得
て
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

公
益
通
報
者
保
護
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
の
通
報
対
象
事
実
は
、
そ
れ
自
体
が
特
定
秘

密
で
あ
る
こ
と
が
想
定
し
難
く
、
本
法
案
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
内
部
告
発
を
行
う
こ
と
を
抑
制
す
る
こ
と
に
な
る
」
も



の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

九
に
つ
い
て

特
定
秘
密
に
該
当
し
得
る
情
報
が
漏
え
い
し
た
重
大
な
事
案
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
平
成
十
七
年
に
発
生
し
た
中
国
潜
水

艦
の
動
向
に
関
す
る
情
報
の
漏
え
い
事
件
が
あ
る
。

十
に
つ
い
て

特
定
秘
密
を
保
有
す
る
行
政
機
関
の
長
等
は
、
本
法
案
第
五
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
し
必

要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
措
置
に
は
、
特
定
秘
密
を
電
磁
的
記
録
で

保
存
し
、
又
は
伝
達
す
る
際
に
暗
号
化
す
る
こ
と
等
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
不
正
ア
ク
セ
ス
等
に
よ

る
情
報
漏
え
い
の
危
険
性
が
低
減
し
、
お
尋
ね
の
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
向
上
す
る
」
も
の
と
考
え
て
い
る
。


